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第1章 緒言

ヒトは周囲からの情報を各種の感覚器から得ているが、そのなか

でも視覚は最も重要な役割を果た している．′．特に周囲の状況の変化

に対する適切な動作が要求されるスポーツ場面では、よ り素早く 正

確に情報を取り込むこ とのできる視機能が必要となってく る「．この

スポーツにおいて重要となる視機能の研究は1978 年にアメリ カで

はじめられ、我が国でも1988 年に研究会が誕生し、「フィ ジカル」

「メ ンタル」に続く 第3のスポーツ科学「ビジュアル」と位置付け

られて研究が行われている 28）

視機能には、最も一般的な静止視力だけでなく、動体視力、視野、

眼球運動、水晶体調節能、轄韓調節能、光感度等、様々な機能が含

まれる〔－．スポーツ選手の視機能も多く の項目から測定・評価されて

きたが、現在では、よ り スポーツ と関わり の深いと される 8項目 を

用いるのが主流となってきている〔．すでに、スポーツ選手は非スポ

ーツ選手よ り も、競技レベルの高い選手は低い選手よ り も視機能が

優れている という研究結果が、数多く 報告されている 5・け16・32）〔．

また、様々なスポーツ種目 においても視機能に関する研究が行わ

れている．－．個人スポーツでは、陸上競技 57）、剣道 41）の選手等もそ

の対象となっているが、特に球技系スポーツであるバレーボール、
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バスケットボール、卓球、サッカーの選手についての研究15・29・32・48〉

は盛んに行われている「．そのなかでも野球選手の視機能に関する研

究 け3914い・48）は多く、プロ野球選手、オリ ンピック出場選手や社会人

野球選手等、多く のト ッププレイヤーの視機能が測定され、チーム

の主力選手は他の選手に比べて優れていたと報告されている√－．石垣

による と、野球は時速14 0 k m以上にも及ぶボールを正確に打ち

返すとい う競技特性から、スポーツの中で最も高度な視機能が求め

られる競技だと されている 48）

さ らに近年では、競技パフォーマンスを向上させるための視機能

のト レーニング方法が検討され、注目 を集めている「′ 柴田 ら 47〉はメ

ト ロ ノームを利用 したト レーニングを1週間に 5 回の頻度で4週間

行う こ と によって、スポーツにおいて重要な視機能の1つである横

方向動体視力（Dynamic VisualAcuit′y：以下D V Aと略記する）

が向上したと している〔．石垣ら13）は8桁の数字を100msec 提示し

て、それを読みと るト レーニングを週2回の割合で7回行った結果、

スポーツにおいて重要な瞬間視の向上が認められたこ とを報告して

いる「．

また、北米では「eyerobics」というV T Rを利用して視機能をト

レーニ ン グする テ キスト が開発 さ れ、その効果に関する研究

1・35・36・43〉が報告されている〔、．近年になり我が国でも、大手スポーツ

－2－



メーカーからパーソナルコンピューターを利用 した視機能のト レー

ニングソフトが発売され、プロ野球球団のキャンプで用いられるな

ど注目を集めている「．しかし、このト レーニングソフトの効果につ

いての研究はまだ不十分である「．

一方、視機能はパフォーマンスを構成する「一一要因にすぎないこ
と

から、視機能の向上のみを狙ったト レーニングではなく、日頃の技

術練習に結びつけた視機能ト レーニングを実施すべきである とい う

見解もみられる1〔＝〔．前田ら 27）は野球選手を対象と して、普段対戦

する投手の投球よ り も数％速いボールを見る という打撃練習に結び

つけた視機能のト レーニングを行い、統計的に有意でないものの、

視機能が向上する傾向にあったと報告している「．この研究で利用さ

れたト レーニング以外にも、視機能が重要と される野球においては

種々の方法が技術書等で紹介され、実際に行われ始めている「，しか

し、それらのト レーニングに関する科学的研究は少なく、その効果

は実験的に証明されるまでには至っていない「．

－3－



第2章 関連文献の考証

本章では、視機能の測定と評価、スポーツ選手の視機能、野球選

手の視機能、視機能のト レーニングについて、関連文献の考証を進

める「．

第1節 視機能の測定と評価

一般的に視機能といえば、静止視力のこ とを指すが、本来、視機

能とは「見る力」の総合的な能力である19・48〉「．その要素には、動体

視力、視野、眼球運動、水晶体調節能、編棒調節能、光感度等、様々

な機能が含まれる19－38）「．現在、スポーツ選手の視機能を測定・評価

する場合は、静止視力（Static VisualAcuity：以下S V Aと略記す

る）、前後方向動体視力（Kinetic VisualAcuity：以下K V Aと略記

する）、D V A、コントラスト感度、眼球運動、深視力、瞬間視、眼

と手の協応運動の 8項目が主に用いられている
2－6・け31〉′．

（1）静止視力（Static Visual Acuity：S V A）

S V Aとは、物体の存在や形状を認識する能力であり、視機能の

中で最も重要な機能である11・19）⊂．また、S V Aを単に視力と表現す

る こ と も多い「、

－4－



S V Aの測定は、直径が 7．5m mで、太さ と切れ目の幅が1．5m m

の Lan〔101tノ環（以下ラ環と略記する）を用いて行い、5mの距離か

ら、このラ環の切れ目 を見分けるこ とができる場合を、視力値1．0

と定めている「．S V Aは最小視角の逆数を少数によって表すこ と に

なっており、仮に視角が2分であれば、視力値 0．5 という こ とにな

る19・38）「．

枝川 ら 7）は、S V Aの低下によ り、K V A、深視力、コントラス

ト感度といった他の視機能も低下する こ と を報告している「．また、

スポーツをする場合には、S V Aが少なく と も 0．7以上は必要であ

り、最大の競技能力を発揮するためには1．2 が必要である と述べら

れている「．

（2）横方向動体視力（Dynamic Visual Acuity：D V A）

D V A とは、円弧状のスクリ ーンにラ環を右から左、あるいは左

から右に移動させ、視距離を一定にし、ラ環の切れ目を識別する も

のである
6・12▼31）「．

動いている対象を識別する能力に関して、すでに多く の研究がな

されてきた「．特に Ludvigh22I23・24）は、1947 年以降、指標を水平に

左右へ移動させた時の視力の測定方法について研究を重ね、このよ

う な視力をD V A と呼称している．一．

一5－



Ishig．aki17）は5～80歳までのDV Aの加齢影響と性差に関する調

査を行い、D V Aは、5～15 歳頃の身体の発育期に急激に発達し、

15～20 歳をピークにそれ以降は加齢と と もに低下していく と報告

している〈′，また、高齢者は青少年の約2／3の能力であり、女性よ

り も男性の方が優れていたこ と も報告している「．

現在、スポーツ選手のD V Aの測定では、指標が1分間あたり に

何回転（rpm）するかによって評価されるのが一般的であり、35r

p m前後が平均的な値と されているが、優れたスポーツ選手ではそ

れ以上の値を示すこ とが報告されている
6，31▼48〉

（3）前後方向動体視力（Kinetic Visual Acuitノy：K V A）

K V Aとは、遠方から一定の速度で直線的に近づいてく る指標を

識別する能力であり、1960年代に鈴村 5い・51）が提唱したものである「．

K V Aの定義と して鈴村 5〔IJl）は、物体または人が動く と き直線的

に前方よ り接近する物体を明視できる能力で、S V Aと同様に 2 点

を識別できる最小視角分の逆数で表すと している「．このK V Aは、

我が国独自のものであり、以前よ り 交通工学の分野で研究されてき

た′．

真下 3‘二りは、K V AはS V Aと高い相関があり、S V Aが良ければ、

K V Aも良いが、S V Aに対するK V Aの割合（K V A÷S V A X

－6－



10 0：％）には個人差が認められる と述べている「．また、－一般人

のS V Aに対するK V Aの割合は6 0％程度であるが、スポーツ選

手では、9 0％以上を示すものもいる と報告されている〔－．

（4）その他の視機能

スポーツ選手の視機能を測定・評価する場合、上記の項目以外に

深視力、コントラスト感度、眼球運動、瞬間視力、眼と手の協応運

動、周辺視野等が利用されている「，例えば、眼球運動は、指標に対

していかに素早く、正確に視線を合わせるこ とができるかという能

力であ り、瞬間祝は、叫瞬だけ提示した指標を どれだけ正確に認識

でき るかとい う能力である。また、他の項目 についても、それぞれ

がど う いった能力なのか定義されており、測定方法が確立されつつ

ある12・48）「．

しかし、石垣12〉は、各項目において、多く のスポーツ選手の測定

が行われ、競技力と視機能の関係等が明らかにされつつあるが、測

定項目の取捨選択、測定方法の改善、評価基準の見直しを行う こ と

も今後の課題である と述べており、視機能の測定にはさ らなる検討

が加えられていく と考えられる√▲．
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第2節 スポーツ選手の視機能

周囲の状況の変化に対する適切な動作が要求されるスポーツ場面

において、最も重要な感覚器官は視覚器であり、外界からの情報の

80（％以上を視覚から得ている と言われている 46）「．したがって、優れ

たスポーツ選手は優れた視機能を持っているのではないかと予想さ

れ、アメリ カでは半世紀以前から調査が行われている√－．最も早く ス

ポ ー ツ 選 手 の 視機能 に 着 目 し た の は、1942 年 に 行 わ れ た

Winograd54）の研究である〔．

Winograd54）は、大学野球選手をレギュラー、控え選手、スポーツ

を していない－－一般学生に分け、11種類の視機能とバッティ ング能力

を調査している√▲．その結果、レギュラーは控え選手や一一一般学生よ り、

両眼視差、瞬間視力、単純反応時間で有意に優れていたが、S V A

とバッティ ング能力には関係がないこ と、また、眼の網膜に映った

像を、一つにま と めて見る こ と のでき る最も近い点や遠い点である

融像近点と遠点に異常があっても必ずしもバッティ ング能力は劣ら

なかったと報告している「．

その後、Christenson ら 5）は大学のフ ットボール選手と ソフトボ

ール選手の計 54名 と一般学生 54名の、11項目の視機能について比

較検討している「．その結果、眼球運動、周辺視野、眼と手の協応運

動等の7項目において、両群に有意差が認められ、スポーツ選手群

ー8－



の方が優れていたと報告している「．また、Ridini44〉は高校スポーツ

選手と一般の高校生の視機能を比較しており、高校スポーツ選手の

方が深視力と周辺視野が優れていたと報告している〈一．

そして、アメリ カでのスポーツ選手の視機能に関する多く の研究

をま と めた St′ine49〉によ る と、スポーツ選手は一般人と比べ、周辺

での動体知覚、眼球運動、周辺視力、深視力、瞬間視力が優れてお

り、また優れた選手はこれらの能力が高いと報告されている〔，

我が国では、1987年に真下、石垣らによって発足したスポーツ と

視機能に関する研究会を中心と して、様々な種目 におけるスポーツ

選手の視機能と競技力の関係が調査されている 48）〔．

真下ら 33・34）は、卓球選手の視機能について調査しており、特にD

V Aが優れている と報告している「．その理由と して、卓球は、ボー

ルゲームの中で最も小さいボールを打ち合い、スマッシュ時のボー

ルは時速100k m近いスピードが出るという競技特性から、競技と

測定の状況が近いD V Aにおいて優れた能力を発揮したと述べてい

る．－．また、強化選手と大学選手を比較した場合では、強化選手の視

機能は、総合的に優れており、なかでも、D V Aと眼と手の協応運

動において、大学選手よ り有意に優れていたと報告している「，

吉田ら 55）はバレーボールにおいて、Vリーグ選手と高校生選手の

視機能を比較した研究を行っており、Vリーグの選手の方が高校生

－9－



選手より視機能が優れていたと報告しているl二．加えて、Vリーグの

選手を競技力にしたがって、A群（レギュラー選手）、B群（交代要

員と して出場する選手）、C群（公式戦にほとんど出場しない選手）

の3群に分けた場合、視機能はA群が最も優れており、C群が最も

劣っていたと報告している「．

さ らに、真下 32）は、野球、バドミ ントン、剣道、サッカーおよび

バス ケットボール選手の視機能の測定を行っている「．その結果、ど

の種目においても、競技力が優れている選手は、視機能も総合的に

優れており、測定項目 ごとにみる と、野球選手ではK V A・眼球運

動・コント ラスト感度・眼と手の協応運動、バドミ ントン選手では

K V A・D V A、剣道選手では静止視力・K V A・コントラスト感

度・眼と手の協応運動、バスケットボール、サッカー選手では深視

力が優れていたと報告している「．

また、我が国でも、スポーツ選手と一般人の視機能を比較した研

究 8・16）がみられ、男子大学スポーツ選手（ボールゲーム）のD V A

や瞬間視力が¶一般学生よ り も優れているこ とが報告されている〔．

らに、田中 52）は、大学生のボールゲーム選手と非ボールゲーム選手

（陸上、競泳、体操）、一般学生の瞬間視、眼球運動を比較している「．

そ して、ボールゲーム選手の瞬間視、眼球運動は、他の群よ り も10

～15％程度優れていたが、非ボールゲーム選手と一一般学生の間には

－10－



差が認められなかったこ と を報告している「．

こ ういった研究から、スポーツ選手、特にボールゲームの選手は

一山般人よ
り も、また、競技力の高い選手の方が低い選手よ り も視機

能が優れている と考える こ とができる「．

第3節 野球選手の視機能

様々な種目 におけるスポーツ選手の視機能が報告されているが、

なかでも野球選手の視機能に関する研究は多い「．

石垣 48）は、アト ラ ンタオリ ン ピック に出場した野球選手と競技力

によって 3群に分けられている社会人野球選手の視機能について調

査している（全員野手）「．その結果、ほとんどの測定項目 において、

アト ランタ出場選手は社会人野球選手よ り優れていたが、特にK V

A、D V Aにおいて社会人野球選手の最も競技力の高い群よ り も さ

らに優れていたと報告されている〔■．

さ らに、石垣ら14〉は、1989年から1996年にかけてプロ野球球団

広島カーブに入団した選手（投手を含む）のう ち 63 名について、

入団時に8項目の視機能を測定している「．そして、選手を入団後の

競技力でA A群：1軍レギュラー、A群：1群登録枠（28名）選手、

B群：出場登録枠（40名）選手、C群：それ以外の選手の4群に分

け、8項目の測定結果について、それぞれ5段階、計 40 点満点で
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評価を行っている「．その結果、合計点の高い順番に、A A、A、B、

C群であり、C群は他の群よ り有意に低い値であったと報告してい

る．▲，項目ごとでは、A A群のK V A、眼と手の協応運動が他の群よ

り優れており、全項目の総合得点と と もに入団後の選手の活躍を予

測する判断材料の1つになるのではないかと述べている「．

その後、村田ら 4（りは、K V Aと野球の打撃能力に強い関連性があ

るが、それ以外の視機能と打撃能力の関係は十分に検討されていな

いと して、打撃能力と様々な視機能について調査を行っている〔．

の結果、打撃能力の評価が高い選手は、低い選手に比べ、K V A、

眼と手の協応運動、選択反応時間、視野の項目で有意に高い成績が

認められ、これらの項目は打撃能力と深い関係にある と報告してい

る「▲ そして、瞬間視、深視力等の視機能よ り も、動いている対象物

に素早く 注意を向けて認知情報処理を行うための視機能の多く と打

撃能力に強い関連性がある こ とが示唆されたと述べている「．

また、Rouse ら 45）は大学野球選手18名 と一般学生 25名のD V A

を比較している〔．視標の移動速度を1100 ／秒から落と していき、

ラ環の切れ目が識別できた時の速度を測定したと ころ、一般人は平

均 69．6J／秒であったのに対し、大学野球選手は平均 83．90 ／秒と、

ーー般人よ り 有意に速い速度で識別ができたこ と を報告している「．

これらの研究によ り、他のスポーツ種目 と 同様に、野球選手の視
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機能も明らかにされつつあり、競技力の高い選手ほど視機能も優れ

ている と考えるこ とができる「．石垣 48）による と、野球は直径7 c m

という小さなボールが時速140k m以上の速いスピードで動き、

の動きを予測することは困難であるため、スポーツのなかで最も高

度な視機能が求められる種目 といっても過言ではないと され、野球

における視機能の重要性が述べられている「．

第4節 視機能のト レーニング効果

視機能と競技力の関係が明確にされつつある近年では、競技力を

向上させるための視機能のト レーニング方法が検討され、注目 を集

めている「．

ス ポ ー ツ に お け る 視 機 能 のト レ ー

ニ ン グ は、

0Ⅰ）tOmetrist が視機能の低い者に対して、正常なレベルまで視機能

を高めるために行っているト レーニングが導入されたのが始ま り で

ある「、0Ⅰ）t′Ometrist とは、日本語で検眼医と訳されており、検眼や

視力矯正、視機能ト レーニングを専門とする、我が国にはない職種

である「．1978年には、このOptomet′rist′の全米組織である American

0Ⅰ）tOmetric Associatノion（A．0．A）の中にスポーツと視機能に関する

部門が発足している－．そ して、視機能のト レーニングをスポーツに

導入して、研究を行う など、眼科学の立場から積極的な活動が始め
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られている1い）

視機能のト レーニングに関する先行研究は、そのト レーニング方

法でいく つかに分類するこ とができる「．1つはト レーニングに測定

機器を用いたもので、D V A測定器を利用してD V Aの向上が認め

られたという研究は数多くみられる 9†2‘ご，・2＝7）「．例えば、Long ら 21）

は、大学生 45名を対象と して、D V A測定器を用いた 30分間のト

レーニングを1週間で2回、計4回行い、D V Aが有意に向上した

と報告している「，また、最初の測定でD V Aの能力が低かった者の

方が、ト レーニング効果が大きかったと されている〔．

しかし、柴田ら 47〉はD V Aのト レーニング方法にD V A測定機器

を用いるこ とによ り、測定方法に慣れ、D V Aが向上した可能性は

否定できないと して、メト ロ ノームを利用 したト レーニング方法の

効果を検討している「．ト レーニングは、メトロ ノームに文字を書い

た視標を付け、振れる速さを 5段階に設定して文字を読ませる とい

う 方法で実施されている「．このト レーニングを1週間に 5 日、1日

15分で4週間行った結果、D V Aの向上が認められたと報告してい

る「．また、D V Aに関わる要因 と して、Brown4）、Reading42）、

Barmack3）らは跳躍性眼球運動を挙げており、メト ロ ノームに付け

た視標を判読するためには、主に跳躍性眼球運動が行われている と

考えるこ とができ、D V Aの向上が認められたのではないかと述べ
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られている、′．

他のトレーニング方法と しては、V T Rやパソコンソフトを利用

したものが挙げられる「．近年になり我が国でもパソコンソフトを利

用 した視機能のト レーニングソフトが開発されているが、それよ り

以前に北米では、Revien43）によって「eyerobics」というV T Rを

中心と した視機能のト レーニングテキストが開発され、その効果に

関する研究が報告されている．－．Revien43）は、「eyerObics」によるト

レーニングを1週間に 3回、計4週間行う こ とによ り、深視力、周

辺視野、瞬間視力、追跡能力が改善される と報告している「，また、

Mcleo（1ら 35・粥）は、1週間に 3 回、計4週間とい う 同様のト レーニ

ングによ り、静的なバランス能力や眼と手の協応運動が改善された

ことを述べている「，しかし、これらの研究とは逆に、「eyerObics」

によるト レーニング効果が認められなかったと い う報告もあ り、」

解は一致していない．I、Abernethy ら1）は、「eyerObics」によるト レ

ーニングを1週間に4回、計4週間行う
こ とで、様々な視機能が向

上するか、テニスにおけるフォアハンドショ ットの正確性が改善さ

れるかどう かについて検討している「．その結果、視機能の向上、

オアハンドショ ットの正確性の改善は認められなかったと している「．

また、視機能の測定項目の中には、ト レーニング前の値よ りト レー

ニング後の値の方が向上している ものもあるが、コント ロール群、
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ト レーニング群と もに向上が認められ、単純に測定に慣れたためだ

と述べている「．

叫方で、視機能はパフォーマンスを構成する一一一要因にすぎないこ

とから、視機能の向上のみを狙ったト レーニングではなく、日頃の

技術練習に結びつけた視機能ト レーニングを実施すべきである とい

う見解もみられる1〔＝「．このよ うな観点から、わずかではあるが、そ

の効果についての研究報告がなされている「．吉田ら 56）は、バレーボ

ールにおける視機能のト レーニングについて、前田 ら 25・26－27）は、野

球における視機能のト レーニングについての報告を行っている〔．こ

の う ち、1999 年の前田 ら 27）の研究では、普段対戦する投手の投球

よ り数％速いボールを見る というト レーニングを行い、その効果に

ついて検討している「．ト レーニング内容は、高校野球選手が時速130

k
m～135k m、社会人野球選手が時速145k m～150k mのボール

をピッチングマシーンによって投球させ、15球×2セ ット見る とい

う もので、1週間に 5 日、計10 週間行っている√．その結果、K V

Aが有意でないものの向上する傾向にあったと報告している〔．また、

ト レーニング時と同じ速度で、バントのパフォーマンステストを行

っており、ボールを見る というト レーニングだけでバントの成功率

が有意に向上したこ と も報告されている「．

しかし、技術練習に結びつけた視機能ト レーニングについて、石
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垣 川）は、現段階では研究報告が少なく、強度、頻度、期間等が確立

されていないと述べている．′．また、スポーツ指導の現場では、技術

練習に結びつけた視機能ト レーニングが経験的に、あるいは技術書

等での紹介によ り、導入され始めている こ とからも、その効果を実

験的に証明 していく こ とは非常に有益である と考えられる′▲′

スポーツにおいて、視機能の重要性が明確にな り つつあり、その

ト レーニング効果についても研究が進められている「．しかし、研究

数の少なさや、ト レーニング効果が認められた報告、認められなか

った報告が混在する等、十分に検証されている とは言い難い「．また、

視機能のみのト レーニング、技術練習に結びつけた視機能ト レーニ

ングと もに、新たなト レーニング方法が開発され、現場に導入され

ている こ と もあ り、その効果についても、今後さ らなる検討を行 う

必要がある と考えられる「．
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第3章 目的

すでに、スポーツ選手は非スポーツ選手よ り も、また、競技レベ

ルの高い選手は低い選手よ り も視機能が優れているという研究結果

が、数多く報告されている 5・け16－32）（さ らに近年では、視機能をト

レーニングするこ とで、パフォーマンスの向上が期待できる と考え

られ、様々なト レーニング方法が検討され始めているl一．

そこで本研究では、大学野球選手を対象と して、近年開発された

パソコンのト レーニングソフト（SI）eeSion）を用いて視機能をト レ

ーニングする群と、野球の技術練習に結びつけた視機能ト
レーニン

グを行う群に分けて実施し、その効果の有無について、視機能の各

測定値からそれぞれ検討するこ と を目的とする「．
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第4章 実験方法

第1節 被験者

本実験の被験者は、東都大学野球リーグ3部に所属する野球部の

野手 44名（男性）であった「、被験者の平均年齢は 20．7（±1．4）歳、

平均野球歴は11．0（±2．5）年であった「．

被験者を予備実験でのS V Aが等しく なるよ う に、また、レギュ

ラー選手、準レギュラー選手等がほぼ均等な割合で配置される よ う

に、ト レーニング群Ⅰ：16 名、ト レーニング群Ⅱ：18 名、コ ント

ロール群：10名に分け、ト レーニング群Ⅰ・Ⅱに視機能のト レーニ

ングを実施する こ と と した〈▲、また、各群は週 6 日程度の通常の打撃

練習を行い、ト レーニング群は打撃練習に加えて視機能のト レーニ

ングを行った〔．

なお、各被験者には、本研究の目的および実験内容を十分に説明

した う えで、本人の意志による研究協力への承諾を書面にて得た「，

第2節 実験期間および場所

実験期間は、平成14年度6 月から10月である「．視機能の測定

およびト レーニング群1のト レーニングは、順天堂大学さ く らキャ

ンパス体力測定室にて、ト レーニング群Ⅲ のト レーニングはプレイ
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グラ ウンドにて行ったl一．

第3節 視機能の測定方法および装置

視機能の測定は、視力の矯正を行っている被験者は、競技中に使

用 している眼鏡およびコンタクト レンズを使用 して行った「．また、

すべての測定を両眼にて行った「．

（1）s v A

S V Aの測定は、－一一定の照度に保たれた部屋において興和社製動

体視力計A S
－
4 DのS V Aモードで行った「，被験者は、接眼部に

両眼を位置させて、中を覗き込む「．測定器の内部には、ラ環が円形

の白地に黒色で表示されている「、ラ環の切れ目は上下左右の4 方向

であり、ランダムに表示するよ う に操作した〔．ラ環は 30mの距離に

あたる と き視力値で1．0 に相当するよ う に設定されている「．被験者

が測定器内部に映し出されたラ環の切れ目 を識別できるかできない

を基準に測定を行い、識別できた最小の指標から視力が算出される「．

（2）D V A

D V Aは、輿和社製H T
－1（〕を用いて測定した「．D V Aの測定は、

半球型のスクリーンを左から右、あるいは右から左に水平に移動す
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るラ環の切れ目を識別するものである．－．被験者は、顎が動かないよ

うに測定器の顎台に顔を固定し、眼の動きだけで視標を追跡する「．

ラ環の切れ目は上下左右の4方向であり、ランダムに表示される〔．

ラ環の回転速度は 49．5r p nlから徐々に減速していく「．被験者はラ

環の切れ目を識別した瞬間にスイ ッチを押し、答えがスクリーン中

央に提示されるまでに切れ目の方向を答えるL二．その答えが正しけれ

ば、スイ ッチを押した時の回転速度がD
V Aの記録となる「．

以上の測定を行い、ラ環の切れ目の正しかったものだけを 5 回記

録し、その平均を測定値と して採用した「．5回の測定値を記録する

間に、3回以上の不正解が合った場合は間隔をあけ、改めて測定を

行った．＿．記録測定前には2回の練習を行う こ と と し、視標の移動方

向が左から右、右から左の 2種類の測定を順不同で行った「．

（3）K V A

S V A と 同じ測定器を使用 し、K V Aモードで行った〔．K V Aの

測定は、遠方 50mから時速 30k
mの速度で眼前2mまでラ環が拡

大しながら直進してく る よ う に設定されている「．被験者はその切れ

目が識別できた瞬間にスイ ッチを押すこ
と と し、スイ ッチを押すと

同時にラ環は停止 して見えなく なる よ う になっている「．ラ環は 30

mの距離で視力1．0 に相当 し、識別できた時の距離から視力値が算
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出される「▲ ラ環の切れ目は上下左右の4方向であり、ランダムに表

示される「．

以上の測定を行い、ラ環の切れ目の正しかったものだけを5回記

録し、その平均を測定値と して採用した「．5回の測定値を記録する

間に、3回以上の不正解があった場合は間隔をあけ、改めて測定を

行った「．また、記録測定前には2回の練習を行う こ と と した「．

（4）SI）eeSionによる測定

アシックス社製 sI）eeSionによる視機能測定に関して、現段階では

先行研究がみられず、確立された測定方法とは言えないが、新しい

試みと して SI）eeSion を用いた「．sI）eeSion は、パーソナルコンピュ

ーターのソフトであ り、測定条件に差が生じる こ とを防ぐために、

ディ スプレイから顔までの距離がディ スプレイ の大き さに応じて決

められている〈二．そのため、決められた距離に顎台を設置し、顔を固

定して測定を行った「，

sI）eeSionでは、D V A、眼球運動、周辺視野、瞬間視の測定を行

う こ とができ、それぞれ10 段階で評価される「．D V Aは、左から

右、右から左に移動する数字を認識するもので、その移動速度によ

って評価される「．数字は移動する間に 2 度変化するため、計3つの

数字を正確に答えなければならない「．眼球運動では、画面中をラン
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ダムに記号が移動していき、途中で1～3回異なる記号に変化する（－．

被験者は素早く移動する記号を眼だけで追跡し続ける必要があり、

異なる記号が現れた位置を正確に解答しなければならない「．眼球運

動についても、視標の移動速度によって評価される．▲．周辺視野では、

画面の中央に数字と、その数字を中心と して、同一一記号が並べられ

た8本のライ ンが一瞬提示される「，この 8本のライ ンの う ち、2 本

には異なる記号が一つずっ含まれている「．被験者は、中央の数字を

認識しつつ、ライ ン中の異なる記号2つを見つけ出す必要がある「．

評価が高く なるほど、異なる 2 つの記号は画面の中央から外側に現

れる よ う にな り、認識するのが困難となる「．瞬間視では、2種類の

記号が配列された 3 ×3 のマス 目 が連続して 3通 り表示される〔．被

験者は、そのう ち2つ目に表示された記号の配置を一瞬で覚えて解

答する．一、評価が高く なるほど、配列された記号の提示時間が短く な

っていく ため、正確に解答するのは困難となる「．

第4節 視機能ト レーニングの方法

ト レーニング群Ⅰはパソコンソフトによる視機能ト レーニングを、

ト レーニング群Ⅱは野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニン

グを過 3 回で、連続8週間行った「．また、主観的ではあるが、どち

らのト レーニングにおいても、身体的・精神的負担は同程度である
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と判断した「，

（1）SI）eeSionによる視機能ト レーニング

ト レーニング群Ⅰはパソコンソフトによるト レーニングを、アシ

ックス社製の speeslonを利用して行った「．ト レーニングの内容は、

speesionで行える各測定に類似したものになっている「．例えば、D

V Aのト レーニングは、最初の測定での評価段階を基準と した移動

速度において、あらかじめ提示された解答（数字）通り に、認識で

き る よ う に繰り返して行う という 内容である〔．ト レーニングは、

V A、眼球運動、周辺視野、瞬間視について行い、計 30 分程度で

終了する「，また、約1週間ごとに speesionでの測定を行い、得られ

た結果をト レーニング時に基準となる評価段階に反映させていった「．

なお、右打者は打撃を行う時に、ボールが目の前を左から右に移

動するこ とから、D V Aのト レーニングは右打者が左から右、左打

者が右から左の方向のみで行った〈．．

（2）野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニング

ト レーニング群Ⅱは、野球の技術練習に結びつけたト レーニング

を 2種類行った「．1つは、前田 ら 27）の研究を参考に、対戦する投手

の投球よ り数％速いボール見る という もので、見る球数は 20 球に
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設定した「．この球数は、1人の打者が1試合で見る平均球数をスコ

アブックから計算して、20球と した「．投球はピッチングマシーンで

行い、時速は140k m前後に設定している「．

も う1種類のト レーニングは、ボールに貼ったシールの色を識別

するもので、テスト形式で行った「．シールの色は、赤、青、黒、黄、

緑色で、それぞれ5球ずっ、計 20 球をランダムに投球した「、シー

ルの大き さは、直径16m mで、これよ り 大きなシール、小さなシー

ルを用いて予備実験を行ったが、正解率が 50％程度であった16m

mのものを採用 した「．投球はピッチングマシーンで行い、時速は125

k
m前後である「．この時速は普段の打撃練習時の速度とほぼ同じで

あった「．シールの色を投球ごとに解答させ、正解率を記録していっ

た「．なお、この 20球のテストの前に、時速125k m前後のボールを

10球見せ、速度に慣れさせる こ と と した〔．

1回のト レーニングは15 分程度で終了 し、2種類のト レーニン

グ方法を順不同で行った．▲．また、ト レーニングは実際に打撃を行 う

時の打席、つま り右打者は右打席、左打者は左打席にて行った．′．

第5節 カラーシー／レ識別テストについて

カ ラーシール識別テストは新しい試みであるため、他の測定値と

の相関関係や、打撃能力との関係について、分析を加える こ と と し
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た、′．

第6節 視機能上位群・下位群

ト レーニング群Ⅰ・Ⅱについては、専用測定機器によるD V A（ト

レーニング方向・逆方向）、K V A、S V Aに対するK V Aの割合の

ト レーニング前の各測定値に基づいて、平均値よ り高い群（以下視

機能上位群とする）と低い群（以下視機能下位群とする）に項目 ご

とに2分して、ト レーニング効果を検討するこ と と した〔一．

第7節 競技力上位群・下位群

ト レーニング群Ⅲについては、本研究に参加した野球部の監督の

見解によ り、打撃能力の高い群（以下競技力上位群とする）と低い

群（以下競技力下位群とする）に2分し、各測定値を比較するこ と

と した′．

第8節 視機能測定のプロト コル

視機能測定のプロト コルを図1に示す「▲ 予備実験で視機能測定に

慣れさせた後、ト レーニング前の測定を行い、8週間のト レーニン

グを実施する「，ト レーニングが4週間終了 した時点、そして8週間

終了 した時点で、それぞれ測定を行った「．
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第9節 統計処理

視機能の各測定項目およびカラーシール識別テストの正角牢率につ

いて、各群の平均値と標準偏差を算出した。▲．

各群のト レーニング前、4、8週間後の平均値の差の検定には、

分散分析の後、ト レーニング前の測定値を基準と してダネットの多

重比較検定を用いた〔．また、異なる 2群間の平均値の差の検定を行

う場合は、対応のない t 検定を用い、異なる 3群間の場合は最初に

分散分析を行う こ と と した「．なお、統計的有意水準は5％未満と し

た－．
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第5事 実験結果

各群のト レーニング前、4週間後、終了後のすべての測定結果を

表1に示した．－．

第1節 ト レーニング前の測定値の群間比較

各群のト レーニング前の測定値を比較したが、S V A、D V A（ト

レーニング方向・逆方向）、K V A、S V Aに対するK V Aの割合、

SI）eeSio皿による測定の各評価段階において、群間に有意な差は認め

られなかった、一．

ト レーニング前のカラーシール識別テストの正解率は、ト レー

ング群Ⅱ と コント ロール群の間に有意差は認められなかったL▲，なお、

ト レーニング群Ⅰに対しても、カラーシール識別テストを行ったが、

有効なデータ数が集ま らず、本報告では省略した「，

第2節 コント ロール群の測定値の変化

コントロール群の最初、4、8週間後の測定値を比較したが、す

べての測定項目 において有意差は認められなかった「．
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第3節 Speesionでの視機能トレーニングによる測定値の変化

ト レーニング群Ⅰのト レーニング前、4週間後、終了後の測定値

を比較した「．

（1）専用測定器による測定値

D V A（逆方向）において、ト レーニング終了後の測定値は、

レーニング前に比べて有意に高い値（p ＜0．05）を示したが、ト レ

ーニング前と 4週間後の測定値間に有意差は認められなかったL＿．

また、D V A（ト レーニング方向）、K V A、S V Aに対するK V

Aの割合において、測定値間に有意な差は認められなかった．－．

（2）SI）eeSionによる測定値

D V A（ト レーニング方向）、眼球運動、周辺視野、瞬間視におい

て、ト レーニング4週間後、終了後の測定値は、ト レーニング前に

比べて有意に高い値（p く0．01）を示した′．また、D V A（逆方向）

では、ト レーニング終了後の測定値はト レーニング前に比べ有意に

高い値（p く0．01）を示したが、ト レーニング前と 4週間後の測定

値間に有意差は認められなかった「．
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第4節 野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングによる測

定値の変化

ト レーニング群Ⅱのト レーニング前、4週間後、終了後の測定値

を比較した「、

（1）専用測定器による測定値

すべての測定項目において、ト レーニング前、4週間後、終了後

の測定値間に有意差は認められなかった「．

（2）Speesionによる測定値

D V A（ト レーニング方向・逆方向）と眼球運動において、ト レ

ーニング後の測定値は、ト レーニング前に比べて有意に高い値（p

く0．05）を示したが、ト レーニング前と 4週間後の測定値間に有意

差は認められなかった．－．

また、周辺視野、瞬間視において、測定値間に有意な差は認めら

れなかった「．

第5節 視機能上位・下位群の測定値の変化

専用測定器によるD V A（ト レーニング方向・逆方向）、K V A、

S V Aに対するK V Aの割合のそれぞれについて、ト レーニング前
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の測定値を基準と し、群内で上位・下位群に2分して検討した「．表

2 にト レーニング群Ⅰ・Ⅱの視機能上位・下位群のト レーニング前、

4週間後、終了後の測定値を示した．′．

ト レーニング群Ⅰ・Ⅱ と もにD V A（逆方向）において、下位群

のト レーニング後の測定値は、ト レーニング前に比べ有意に高い値

（p く0．05）を示したが、ト レーニング前と 4週間後の測定値間に

有意差は認められなかった「．

また、両群において、D V A（ト レーニング方向）、K V A、S V

Aに対するK V Aの割合に、上位群と下位群の有意な差は認められ

なかった「．

第6節 カラーシール識別テストについて

（1）正解率の変化

ト レーニング群Ⅱのト レーニング前、4週間後、終了後における

カラーシール識別テストの正解率を比較した結果、ト レーニング4

週間後、終了後の正解率はト レーニング前に比べ、有意（p く0．01）

に高い正解率を示した（▲．

（2）識別テスト と他の測定項目 の関係

識別テスト と他の測定項目の相関係数を表3 に示した．▲．識別テス
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ト と各測定項目間に高い相関関係は認められなかった〔．

第7節 競技力上位群・下位群の測定値の違い

ト レーニング群Ⅲ を本実験に参加した野球部の監督の見解によ り、

打撃能力の上位群、下位群に分け、群ごとの各測定値を表3 に示し

た∫一．上位群と下位群の、専用測定器・SI）eeSionによる測定値間に有

意差は認められなかった「．しかし、1回目のカラーシール識別テス

トでは、上位群は下位群に比べ正角牢率が高い傾向にあった「．また、

1～3回目の識別テストの正解率を被験者ごとに平均し、上位群と

下位群で比較したと ころ、上位群は下位群に比べ有意（p く0．01）

に高い正解率を示したI．
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第6章 考察

第1節 SI）eeSionによる視機能トレーニングの効果

北米では、Revien43〉によって「eyerobics」というV T Rを中心

と した視機能のト レーニングテキストが開発され、その効果に関す

る研究が報告されているL＿．Mcleo（1ら 35▼36）は、視機能やバランス能

力が向上したことを報告しているが、山方で Abernethy ら1）は、

「eyerobics」によるト レーニングでは視機能の向上が認められなか

ったと報告しており、¶一致した見解は得られていない「．

本研究では、我が国で開発されたパソコ ンを利用する視機能ト レ

ニングソフト（SI）eeSion〉 の効果について検討したが、専用測定

機器によるD V A（ト レーニング方向〉、K V Aの向上は認められな

かった「，SpeesionにはD V Aのト レーニングも含まれており、専用

測定機器によるD V Aの測定値の向上が予測されたが、向上する傾

向が見られたのみで、統計的に有意な向上は認められなかった（図

2）〔．専用測定器によるD V Aは、49．6r p mから徐々に回転数が減

少していき、ラ環の切れ目が識別できた時の回転数が評価値となる「．

ト レーニング群Ⅰのト レーニング前の平均値は 45．4r p mであり、

最高回転数に近く、ラ環が眼前を数回通過するだけで切れ目が識別

できている と言える．一，そのため、この測定方法では、ト レーニング
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による向上が十分に測定値に反映されなかった可能性があると考え

られる．－．メトロ ノームを利用 したD V Aのト レーニングの効果を分

析した柴田ら 47）は、最初の測定値を基準と して視標の移動速度を5

段階に設定して、各16 回の測定を行い、その正角牢率からD V Aを

評価してト レーニング効果の検討を行っている√－．このよ う にD V A

のト レーニング効果を検討するには、一一般的な測定方法だけでなく、

よ り詳細にD V Aを分析する必要がある と考えられる｛一．

また、K V Aについては、我が国独自 の測定方法であるため、

「eyerobics」といったV T R等によるトレーニングの効果は検討さ

れていないが、本研究において、パソコンを利用した Speesion に

よるト レーニングでは効果が認められないこ とが示唆された．二．

一方で、D V A（逆方向）の測定値は有意に向上していた（図 3）「．

SI）eeSion によるト レーニングを行っていない方向のD V Aが向上

した要因 と して、ト レーニング方向よ り も逆方向のト レーニング前

の測定値が低かったこ とが考えられ、測定値が有意に向上する結果

になったと言える〔，また、ある方向に水平に移動する視標を識別す

る能力のト レーニングは、異なる方向での識別に影響を及ぼす可能

性があるのかも しれない「．

Speesionによる測定項目の中では、D V A（ト レーニング方向・

逆方向）、眼球運動、周辺視野、瞬間視のすべての評価段階が有意に
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向上しており（p ＜0．01）、ト レーニング効果が認められた（図4）r二，

測定器を利用 して測定方法と類似したト レーニングを行い、D V A

等の能力の向上が認められた先行研究 9・2い，21・37）は多く、今回の場合

もト レーニングは測定方法に類似した内容であるため、同様の結果

が得られたと考えられる〔．従って、Speesionでの、D V A、眼球運

動、周辺視野、瞬間視と定義づけられた項目の評価段階はト レー

ングによ り 向上することが示唆された（一．しかし、SI）eeSionのよ うな

パソコン ソフトでの測定において、D V A18）以外の項目は、先行研

究によって測定の妥当性等の検討が行われておらず、測定方法と し

て確立されていないのが現状である「．そのため、Speesionでの測定

方法についての研究が進むことで、Speesionによる視機能ト レー

ングの有効性について、さ らなる検討を加える こ とが可能となる と

考えられる「．また、本実験は春季リ ーグ戦終了直後、つま り オフ と

呼ばれる時期から、秋季リーグ戦にかけて行ったため、試合期に近

づく につれて練習の質が高く なるなどの理由によって、視機能が何

らかの影響を受けた可能性も考えられる「．そのため、こ う いった点

についても、考慮する必要があるかも しれない「．

SI）eeSionによる測定値においても、ト レーニングを実施していな

い方向のD V Aにト レーニング効果が認められた∴ これは、すでに

述べたよ う に、異なる方向間に関連があるのかも しれないが、ト レ
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ーニングによって被験者が
Speesion によるD V Aの測定方法自体

に慣れたこ とが考えられる「．

第2節 野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングの効果

前田 ら 27）は、普段対戦する投手よ り 数％速いボールを見る という

ト レーニングを、1回 30球で過に 5 日、計10週間行った結果、

V Aが向上する傾向にあるが、統計的に有意ではなかったと報告し

ている「．本研究でのト レーニングは、過 5 回と過 3 回の頻度に違い

はあるが、1週間あた り に見る球数は前田 らの研究と 同じである〔．

さ らに、ボールによ り意識を集中させるために、ボールに貼ったシ

ールの色を識別させ、正解率を記録する
と いうテスト形式のト レー

ニングを加えて行った「．ト レーニング前後の識別テストの正解率は

有意（p く0．01）に向上し（図5）、ト レーニング効果が認められた

ものの、K V AやD V Aが有意に向上するこ とはなかった「．本研究

の被験者の野球歴は、平均11年と長く、普段の練習によって、動

く 対象を識別する能力が良くト レーニングされているこ とから、本

実験でのト レーニング効果が各測定値には現れ難かったこ と も考え

られる√一．また、前田らは別の研究 26）で、通常よ り速い球速での打撃

練習を社会人野球選手に対して1回 30 球で週に5回、通常の打撃

練習に加えて1年間行った結果、25週後に有意にK V Aが向上した
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と報告しているこ とから、ト レーニング期間の不足も効果の認めら

れなかった原因の一つかも しれない′

一方で、Speesionによる測定項目の中では、D
V A（トレーニン

グ側・逆側）、眼球運動の評価段階が有意に向上した（図6）∫一．本研

究のト レーニングにおいて、速度の速いボールや、シールの貼られ

たボールを意識して正確に眼で追う こ とによって、D V Aや眼球運

動が向上したと考える こ とができ るr▲，また、周辺視野や瞬間視には

ト レーニング効果が認められなかったこ とから、野球の打撃におい

ては、周辺視野や瞬間視といった能力よ り も、投球されたボールを

確実に追従視するためのD V Aや眼球運動の能力が必要と なる こ と

が推測でき る「．

第3節 視機能上位・下位群によるト レーニング効果の違い

ト レーニング群Ⅰ・Ⅲ と もに、D V A（逆側）において、下位群

にト レーニング効果が認められたが、上位群には認められなかった

（図 7）「．これは、上位群は能力が高いために、ト レーニング効果が

認められないこ と も考えられるが、一般的な測定方法では、ト レー

ニング効果が十分に測定値に反映されなかった可能性も考えられるr＿，

それに対し、下位群の逆方向のD V Aはト レーニング前の値が低く、

ト レーニング効果が現れやすかったと考えられる「．D V Aのト レー
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ニング研究では、も と も と能力の低かった者ほど効果が認められた

こ とが報告されており 2t‾一・21）、本研究でも同様の結果が得られた「．

しかし、それ以外の項目ではト レーニング効果は認められなかっ

た「．K V Aのト レーニング効果に関して、前田 ら 25）は通常よ り速い

球速による10 週間の打撃練習によ り、中学・高校野球選手のK V

Aが有意に向上し、K V Aの低い選手にはト レーニング効果が期待

でき る と報告している「，本研究におけるト レーニング群Ⅱの下位群

は、この中学・高校生選手よ り もK V A、S V Aに対するK V Aの

割合の低い選手であったが、ト レーニング効果は認められなかった．て．

ト レーニング内容等が本研究と著し く 異なる とは考え難く、成長期

にある少年と成長期の過ぎた青年のト レーニング効果に差がある こ

と も推測できるが、K V Aの機序や加齢による変化等、いまだ解明

されていないこ とは多く、断言はできない〔．

第4節 ト レーニング効果の発現時期

本研究では、週3回の Spession によるト レーニングの効果は、

Sf）eSSionによる測定において、4週間で現れる と考えられる（図4）〔．

Long ら 21）の報告では、測定方法と類似した内容のト レーニングを

2～3週間で4回行い、ト レーニング効果が認められたこ と を報告

しており、4週間以内でも効果が認められる可能性も十分考えられ
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る「．しかし、ト レーニング方法と測定方法が類似しているため、学

習効果の影響が大きいことも認識しておかなければならない1－．本研

究の結果からは、異なる測定器において、何らかの効果を確認する

ためには、8週間のト レーニング期間が必要になる と考えられる．一．

同様にト レーニング群Ⅱにおいても、測定とト レーニングを兼ね

た識別テストの正解率は4週間で向上が認められたが（図5）、他の

測定項目で何らかのト レーニング効果を確認するためには8週間の

ト レーニング期間が必要になる と考えられる「．

第5節 カラーシール識別テストについて

本研究では、テスト兼ト レーニング方法と して、カラーシールの

識別テストを行った「．識別テストの正解率と他の項目 の測定値間に、

高い相関関係は認められず、識別テストは他の測定項目 とは異なる

能力を測定している こ とが考えられる「．

ト レーニング群Ⅱの被験者を打撃能力によって上位・下位群に分

けて、各測定値を比較したところ、専用測定器や SI）eeSion での測

定値間に差は認められなかったが、識別テストにおいて、上位群は

下位群よ り正解率が高い傾向にあることが認められた「．さ らに、被

験者ごとに1～3回目の識別テストの平均値を求めて上位群と下位

群で比較すると、上位群は下位群よ り も有意（pく0．01）に高い正
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解率であるこ とが認められた（図8）〔．このことから、打撃能力とボ

ールを正確に目で追い、貼られたシールの色を識別する能力に何ら

かの関係がある と考えるこ とができると二．一般的に、身体的・技術的

要素等では差がつかない高いレベルのスポーツ選手の場合に、視機

能の優劣は競技力差と して現れやすい15T48」と考えられてきた「．

かし、大学レベルの野球選手においては、このよ う な識別テストの

方が、視機能の各測定項目 よ り も打撃能力差を現しやすいのかも し

れない〔．そのため、識別テストを視機能のト レーニング方法と して

用いるなどして、こ う した能力を獲得する こ と は有効である こ と が

示唆された「．

また、前田 ら 27）は、実際に打撃練習を行わずに速い速度のボール

を見るト レーニングは、天候に左右されない室内練習場等の狭い場

所で行え、ケガによって打撃練習を行えない選手に対しても実施で

きる という利点がある と述べている〔，本研究の識別テストにも同様

のこ とが言え、こ ういった観点からも本研究で用いたよ うな視機能

ト レーニングの有用性は高いと考えられる、▲．
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第7章 結論

パソコンソフト（Speesion）による視機能ト レーニングと野球の

技術練習に結びつけた視機能ト レーニングの効果の有無について、

視機能の各測定値から検討した結果、以下のよ うな結論が得られた「，

1）Speesionを用いたトレーニングによって、SpeesioIlでの測定

値は有意に向上し、その効果はト レーニング開始4週間で現れ

た「．

2）野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングによって、識

別テストの正解率は、ト レーニング開始4週間で有意に向上し、

SpeesionでのD V A、眼球運動はト レーニング終了後に測定値

の有意な向上が認められた「．また、カラーシール識別テストの

正解率は打撃能力上位群の方が下位群よ り 有意に高いこ とから、

識別テストを視機能のト レーニング方法と して用いるなどして、

こ う した能力を獲得する こ とは有効である こ とが示唆されたl■．

以上のよ う に、両ト レーニング群において新たな試みと して行っ

た測定では、測定値の有意な向上を確認するこ とができた（二．しかし、

専用測定器でのD V A、K V Aにおいて、測定値の有意な向上は認

められなかった〔．そのため、大学野球選手において、本研究で用い

たト レーニング方法による視機能のト レーニング効果の有無につい

て確証を得る こ と はできなかった「．
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要約

本研究は、大学野球選手において、SI）eeSion（パソコンソフト）

を用いた視機能ト レーニングと野球の技術練習に結びつけた視機能

ト レーニングの効果の有無について、視機能の各測定値から検討す

る こ と を目的と した′▲．

被験者は、大学野球部の野手 44名（男性）で、平均年齢は 20．7

（±1．4）歳、平均野球歴は11．0（±2．5）年であった「．被験者を 卜

レーニング群Ⅰ・Ⅱ、コント ロール群に分け、ト レーニング群Ⅰは

Speesionを利用した視機能ト レーニングを、ト レーニング群Ⅱは野

球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングを週 3回、連続8週

間行った〔．また、各群は週 6 日程度の通常の打撃練習を行い、ト レ

ーニング群は打撃練習に加えて視機能のト レーニングを行った〔、

Speesion とは、大手スポーツメーカーから販売されているパーソ

ナルコ ン ピューターを利用 した視機能ト レーニングソフトである〔．

野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングは2種類行い、

つは通常対戦する投手の投球よ り数％速い速度である時速140k m

のボールを 20 球見る という もののである「．も う 一つは、カラーシ

ールを貼ったボールを 20 球ランダムに投球し、その色を識別する

という ものであ り、正解率を記録してテスト形式で行った「，

視機能の測定は、ト レーニング前、ト レーニング4週間後、ト レ
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ーニング終了後に行った．二．測定項目は、専用測定機器による静止視

力、横方向動体視力、前後方向動体視力と、新たな試みと して用い

た Speeslon による横方向動体視力、眼球運動、周辺視野、瞬間視

である「．

その結果、Speesion を用いたト レーニングによ り、Speesion で

の測定値は有意に向上し、その効果はト レーニング開始4週間で現

れた〔，そ して、野球の技術練習に結びつけた視機能ト レーニングに

よ り、カラーシール識別テストの正解率はト レーニング開始4週間

で有意に向上し、SI）eeSionでの横方向動体視力、眼球運動はト レー

ニング終了後に測定値の有意な向上が認められた「．また、カラーシ

ール識別テストの正角牢率は打撃能力上位群の方が下位群よ り 有意に

高いこ とから、識別テストを視機能のト レーニング方法と して用い

るなどして、こ う した能力を獲得する こ とは有効である こ とが示唆

された「，

以上のよ う に、両ト レーニング群において新たな試みと して行っ

た測定では、測定値の有意な向上を確認するこ とができた〔．しかし、

専用測定器での横方向動体視力、前後方向動体視力において、測定

値の有意な向上は認められなかった、▲．そのため、大学野球選手にお

いて、本研究で用いたト レーニング方法による視機能のト レーニン

グ効果の有無について確証を得る こ とはできなかった－．
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廿ainingE飽ctsofVisualFunctiononCollegeBaseballPlayer

「わshimitsu Koumura

Summary

The purpose ofthisresearch study was todetermine whetheror notvisual

hnctionofbaseballI）1ayerswouldbeimprovedbysI）eCi払ctraining．Thevisualt柑ining

methodusingtbecomputerso托wareI）rOgram（Speesion）wase叫）10yedfbrimI）rOVing

Visualfunctionofbaseballplayers．

AtotalForけ－払urmalebaseballplayers（age：20．7±1．4、athleticcareer：11．0±

2．5years）voluntarilyparticiI）atedinthisstudy．ThesamI〕1esutわectswe代dividedinto

three grouI）S：Controlgroup、Experimentalgroup卜 aIld ExperimentalgrouI）Ⅲ．

SamI）1esubjectsintheexperimentalgro叫）Iwereassignedtobet柑inedwithusingthe

SI）eeSion．while the sutわects of the experimentalgrouI）Ⅱ pract′iced watching high

SI）eedI）itchedbaseballsandidenti秒ingthecolorofstickersoIlaball．Allthesulカects

un（1erwent′a uSualbaseballpractice six（1ays a week．Both experimentalgroups

COnductβdatrainingsessionthreetimesaweekIbreightstraight′WeeksontoI）Ofthe

usualpractice．

ThelbllowingltemSWeremeaSuredbyordinarydevice払rallsamplesubjects、

Static visualacuity（SVA），dynamic visualacuity（DVA）．an（1KineticⅥsualAcuity

（KⅥり．In addition、the払110WingitβmS Were eXamined by the Speesion、DVA、eye

movement、VisualGeld，and momentperception．The measurements were con（1ucted

th代etimes：atthepriorto、a托erthe4thweeks、anda＝heendofthet′rainingsessions．

Signi払cant′improvementswere experimentalgroupIa什erthe4thweekof

training．For the experimentalgroup Ⅲ，the ability toidentify color sticker was

imI）rOVedan二erthe4thweekend．Signi凸cantimprovementsinregardt′ODⅥ1andeye

movementwere observedby Sl）eeSion atノthe endofthe trainingsesseions．Moreover

highercalibersulカect′Satノbat′Showedsigniflcantlyhigherabilitytoidentifycolorsticker

thanlowercalibersubjectsatJbat′．

ByusingtheSI）eeSiontests、Signi丘cantimI）rOVement′SinsomevisualhnctioIIS

Werefbun（1inbothex】）erimentalgroups．However、nO Signiflcant」ChangeinDVAand

KVAwasibundineitherexI）erimentalgroul）Whentheordinarytesting（1eviceswere

employed．Therefbre、the t′raining methodsutilizedin this project′did not a恥ct the

Visualfunctionsoi■thecollegemalebasel）alll）1ayers．
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表1全測定結果

コントロール群 N：10

トレーニング前 4週間後 8週間後
平均値 標準備差 平均値 標準備差 平均値 標準偏差

専用測定器 SVA 1．12 0．33 1．17 0．36 1．25 0．30

DVA（トレーニング方向） 45．59 1．85 45．66 1．09 45．64 1．34

DVA（逆方向） 44．53 1．90 44．39 3．42 45．06 2．36

KVA 0．70 0．31 0．74 0．25 0．73 0．27

KVA（対SVA比：％） 61．47 21．07 63．58 9．66 56．45 11．23

Spoosion

評価投階
DVA（トレーニング方向） 3．6 2．0 3．3 0．5 4．0 1．7

DVA（逆方向） 3．8 1．3 2．7 0．5 3．4 1．3

眼球運動 3．4 0．7 4．2 1．2 4．4 1．3

周辺視野 4．9 1．3 4．8 0．6 5．6 0．8

瞬間視 5．7 1．6 5．6 1．4 5．9 1．4

カラーシール識別テスト（正解率：％） 51．1 24．2 49．4 20．7

トレーニング群I N二16

トレーニング前 4週間後 8週間後
平均値 標準備差 平均値 標準偏差 平均値 標準備差

専用測定器 SVA 1．24 0．24 1．30 0．20 1．29 0．17

DVA（トレーニング方向） 45．40 2．59 45．77 2．07 46．17 2．36

DVA（逆方向） 44．45 3．13 45．55 1．99 46．13
※

1．37

KVA 0．77 0．23 0．78 0．17 0．84 0．21

KVAく対SVA比：％） 62．40 15．97 60．53 12．56 65．58 15．86

Spo◎Sion

評価投階
DVA（トレーニング方向） 3．3 1．2 6．9准 2．4 8．0米※ 2．2

DVA（逆方向） 3．1 0．8 4．3 1．6 5．4米※ 2．5

眼球運動 4．1 1．0 6．1潔 1．2 6．3※※ 1．5

周辺視野 4．8 1．1 7．1ポ 1．3 7．7※※ 1．5

瞬間視 4．5 1．4 6．4求 1．5 7．3※※ 1．8

トレーニング群Ⅱ N：18

トレーニング前 4週間後 8週間後
平均値 標準備差 平均値 標準備差 平均値 標準備差

専用測定器 SVA 1．27 0．28 1．27 0．33 1．27 0．26

DVA（トレーニング方向） 46．05 1．22 45．69 1．88 46．28 1．38

DVA（逆方向） 45．72 1．07 45．79 1．42 46．13 0．96

KVA 0．75 0．32 0．76 0．31 0．75 0，31

KVA（対SVA比：％） 57．44 18．87 58．05 17．28 56．94 17．55

Spoosion

評価段階
DVA（トレーニング方向） 3．1 0．7 3．9 1．3 4．1※ 2．0

DVA（逆方向） 3．2 0．8 3．8 1．5 4．6
※

2．0

眼球運動 3．7 1．2 4．5 1．3 5．2城※ 1．2

周辺視野 5．1 0．9 5．1 0．8 5．4 1．3

瞬間視 4．3 1．7 4．3 1．7 5．1 1．5

カラーシール識別テスト（正解率ニ％） 50．6 14．4 63．6ポ 13．5 65．0城端 9．3

専用測定器によるDVAの単位はrpm

Speesionによる測定値は評価投階

※p＜0．05 トレーニング前の測定値と比較
※※p＜0．01



表2 視機能上位・下位群の測定結果

トレーニング群I N＝上位群二8 下位群8

トレーニング前 4週間後 終了後

平均値 標準偏差 平均値 標準備差 平均値 標準備差

DVA（トレーニング方向） 上位群 47．43 0．47 47．21 1．03 47．56 0．84

下位群 43．37 2．23 44．33 1．84 44．78 2．56

DVA（逆方向） 上位群 46．85 0．56 47．09 0．59 47．28 0．69

下位群 42．06 2．79 44、00 1．67 44．98※ 0．79

KVA 上位群 0．95 0．14 0．82 0．16 0．95 0．14

下位群 0．59 0．16 0．74 0．16 0．73 0．22

KVA（対SVA比二％） 上位群 75．13 5．78 60．77 6．80 69．97 11．04

下位群 49．68 12．37 60．29 16．40 61．20 18．51

トレーニング群Ⅱ N＝上位群：9 下位群9
トレーニング前 4週間後 終了後

平均値 標準備差 平均値 標準備差 平均値 標準備差

DVA（トレーニング方向） 上位群 46．93 0．56 45．74 1．62 46．65 1．08

下位群 45．17 1．06 45．63 2．10 45．91 1．54

DVA（逆方向） 上位群 46．58 0．64 46．33 1．20 46．21 0．86

下位群 44．86 0．65 45．24 1．43 46．06米 1．05

KVA 上位群 1．02 0．12 0．98 0．20 0．94 0．24

下位群 0．48 0、20 0．54 0．25 0．55 0．25

KVA（対SVA比：％） 上位群 72．64 9．22 69．97 10．04 67．55 12．14

下位群 42．24 12．85 46．13 14．57 46．33 15．60

専用測定器によるDVAの単位はrpm

※p＜0．05トレーニング前の測定値と比較



表3 カラーシール識別テストと他項目の相関

識別テストとの相関係数

専用測定器 SVA 0．0729

DVA（トレーニング方向） 0．0684

DVA（逆方向） 0．2181

KVA 0．2117

KVA（対SVA比） 0．3693

Speesion DVA（トレーニング方向） －0．1731

DVA（逆方向） 0．1751

眼球運動 －0．1821

周辺視野 －0．1366

瞬間視 0．3191

N：28



表4 競技力上位・下位群の測定値（トレーニング群Ⅱ）

競技力 上位群 下位群 t検定（上位群一下位群）
平均値 標準備差 平均値 標準備差 p値

カラーシール

識別テスト
1回目 56．50 13．79 43．13 11．44 0．0501

1～3回平均 56．50 8．04 43．33 8．12 0．0056※※

専用測定器 SVA 1．25 0．31 1．30 0．24 0．7236

DVA（トレーニング方向） 46．36 0．82 45．66 1．50 0．2958

DVA（逆方向） 45．67 0．76 45．79 1．37 0．8416

KVA 0．80 0．19 0．71 0．36 0．5600

KVA（対SVA比：％） 61．36 13．58 55．94 21．91 0．5771

Sp㊦㊦Sion DVA（トレーニング方向） 2．9 0．7 3．0 0．5 0．7435

DVA（逆方向） 3．3 0．6 3．3 0．8 0．8971

眼球運動 4．0 1．4 3．5 1．0 0．4202

周辺視野 4．3 1．0 5．0 0．7 0．1221

瞬間視 4．6 1．8 4．5 0．9 0．8858

※p＜0．05

※※p＜0．01
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付表1 同意書 被験者のお願い

順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科

スポーツ医科学領域 河村′ 剛光

論文指導教員 吉儀 宏

本書は修士論文作成において、研究の趣旨および内容を説明したものです．▲．内容を理解

され、本研究に被験者として御協力頂ける場合には、同意書に署名・捺印をお願い致しま

す「．

研究の概要

題 目：大学野球選手における視機能のトレーニング効果

研究目的：パソコンソフトを利用した視機能のトレーニングと野球の技術練習に結びつけ

た視機能トレーニングの効果の検討を行う〔．

実験内容：①静止視力、前後方向動体視力、横方向動体視力の測定を行う（二．

また、付加的にパソコンで横方向動体視力、瞬間視、周辺視野、眼球運動の

測定も行う「．

②被験者をコントロール群、トレーニング群Ⅰ、トレーニング群Ⅲの3群に分

ける「．トレーニング群Ⅰはパソコンソフトを利用した視機能のトレーニング

を、トレーニング群Ⅱは野球の技術練習に結びつけた視機能のトレーニング

を週3回、8週間実施する〔．

また、被験者の意志および事情によって、実験対象から除外してほしいという申し出が

あった場合は実験を中止します「、

実験で得られたデータは、個人が特定されるような公表および本研究以外で使用するこ

とは致しません「．

同意書

2002年 月

河村 剛光殿

私は実験内容を理解し、被験者として協力することに同意します「．


	カバーシート
	目次
	第１章
	第２章
	第３章
	第４章
	第５章
	第６章（目次５章）
	第７章（目次６章）
	要約
	謝辞
	引用文献
	欧文要約
	付録

